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17. 	 腔癌と鑑別困難であった慢性葬炎の 2症例
守田敦彦，岩沢英建，三木亮
上野高次 (国立横浜東〉 
ERCP ~こよる葬管銀にて， 主捧管の隈局した狭窄を
認めたため，罪癌が疑われ，超音読映橡下の経皮的捧籍
組疹や開腹手術を撞行した結果，悪性所見が認められ
ず，慢性捧炎と考えられた2症剖を経験した。一例辻，
腫撞形成型のd畏注捧炎と考えられ，もう一例は，謄管炎
を主体とした漫性捧炎と診断された。 
18. 	 慢性患炎に起罰して牌内に発生した板性膳嚢胞I
白 1摂i
品JlI 孝，田口忠雄，永田勝太郎
恋村勉，石原運雄，加藤繁夫
(千葉労災〉 
46歳男性。主訴左背龍痛。腹部外傷の既往牟く 20年来 
1 E 2合飲酒。アミラ」ぜ高f息腹部単純写真で捧石
橡， E豆CP等にて漫性葬炎と診断した。 胃X線上寄塵
部圧排録，超音波検査， CTスキャンフ血管造影より h 
E専嚢胞と診慨し牌捕街を施行した。牌は 8X10x 8cm 
大で内部に大きな嚢麹を形成し稗門部より嚢抱内へ通ず
る凄孔諜の管震を認めた。嚢胎内設のアミラーゼは10万
単位以上で慢詮謄炎に起因する牌内仮性葬嚢抱であっ
たc 
19. 	 当践における担道シンチグラフィーの露床的検
討
与{義務，伊藤文憲，田中晶子
金子良一，今村正成，本村八重子
永濃敏行，田辺邦彦，角田 富誰
(賠穣中央〉
肝腫道疾患に告釦Tc-豆IDAによる胆道シンチグラフ
ィーを諸行した。胆道像は T.B. 10mg/dl以上， GPT 
300IU 以上， Al-p 1500IU以上の例でも描出された。
担道の描出時間は正常で肝内陸管16分，総胆管23.6分，
担のう22分，十二指腸34分であった。睦のう胆石iこ胆のう
描出遅延杭担管胆石で月干内外担管・十二指揚の描出遅
廷がみられた。その診隣率泣胆のう胆石で40弘，胆管胆
石で 100%であった。スクジーニング検査法として有用
である。 
20. 	 当科における腹部超音波検査， 1年の経験
浅田 学(旭中央〉
木村邦夫〈千大)
当科において辻11=1宇年11月より， リニア童子スキャン
型装置による腹部超音設検査を開始，昨年 1年間に約 
1000鰐の検査を撞行した。この結果，本検査法は胆石症 
(196傍)をはじめ肝，担道，捧，さらには腎を含めた腹
部疾患の診断に有用かっ不可欠であることが明らかとな
った。 1年障の成績を報告するとともに，外傷性捧坂性
のう胞，グラぜッツ撞蕩，多発性月干腎のう脂症， 腎静寂
血栓痘，胃噴門部癌の 5伊iを呈示した。 
21. 	 腹部超音波検査1994倒について
内、海勝夫，広詞昇，菅ヶ谷純弘
高相豊太郎，金田丞亮 〈清水厚生〉
渚水車生病読で昭和53年11月15自より昭和54年12月末
までに電子スキャンでlレチーンに検査した1994例は40歳
代が最も多く，前後は、漸減している。男女比は 1129対 
865である。異常あワとしたもので臨床的に確認したの
は胆石症97例，n豆嚢惑 1伊]， H!管蓮6柄。醇炎93鰐，捧
癌22例，肝硬変91伊tl，慢性好炎70剖，急性肝炎16例，霜
訪肝 1例，原発性肝癌11'f見転移d詮肝癌30悦胃進行癌 
25例，尿路結石症14例，結揚癌3例等だった。誤診は葬
疾患に多かった。 
22. 	 リニヤ章子走査超音波によるびまん性肝疾患の
腹嚢像の検討
。広岡 昇，内海勝夫，菅ケ谷純弘
高相豊太郎，金田丞亮 〈清水厚生〉
過去一年間に当院で超音波検査を実施した肝疾患222
例の胆嚢橡を検討した。急J性肝炎では，高度黄痘弼GOT
高盤例のほぼ全例に胆嚢収縮像を認めた。また肝炎遷廷
化調慢性活動註肝炎では収縮像の続く例が多く，胆嚢像
から肝炎の病期と予後をある程度推定し得る。肝硬変で
は ChE0.4前後を境に， ChE ~直の良い群は麗大例が多
く， ChE ~宜の悪い倒や黄痘@伊jでは収縮伊iが増える。
組織型では，小結節型は腫大， 大結節型はi設結例が多 
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